
゛１年生秋に成績がよかった″人の学習習慣 

（ベネッセ2015年度スタディーサポート１年生第２回全国集計結果より） 

●学習時間は、平日２時間以上、休日３時間以上確保する。 

●古文・漢文は予習中心に学習し、予習では辞書などを使ってなる 

べく現代語訳する。 

●数学は復習・宿題を必ず行い、自力で問題を解くことを心がける。 

●英語は毎日１時間以上、予習中心に学習する。 …自分の学習の参考にしてみよう。 

 

進研模試 

デジタルサービスの活用 

進研模試の結果が返却された。スマホ

やパソコンでデジタルサービスを使

い、WEB解説の確認や暗記カードの登

録をしよう。 

GTZ は「学習到達度ゾーン」のことだ。

あと何点で１つ上の GTZ になるか知

り、「目標設定シュミレーション」で次

回の目標得点を登録しよう。教科バラ

ンスにも注目してほしい。今は高校学

習の土台を作る時なので苦手分野を把

握して優先的に学習しよう。 

 

Go For It！               
平成２９年８月２３日発行 第６号 

福島県立相馬高等学校第 1学年 

   「２学期の始めにあたって」 

 33 日間の夏休みが終わり、2 学期が始まります。2 学期は 79 日間と長く、1 年間で

も非常に充実する学期です。勉強に部活動に、そして行事に真摯に取り組んでほしい

と思います。 

皆さんに 2 学期が始まるにあたり、喜多川泰の「賢者の書」からの一節を送ります。 

『人生というのは、1 冊の伝記を完成させるようなものだ。そして人生を成功に導く

ために今日一日の中でできることは、ただひとつ。今何を持っているかいないに関係

なく、今日一日、成功者としてふさわしい過ごし方をするだけだ。後にその伝記を読

む人が、今日新たに書き加えられた 1 ページを見て、「この人だったら、将来大きな

成功を手に入れられるのは当然だ」と思えるような、そんな１ページにする。今日一

日をそういう過ごし方にするだけで、将来の成功は約束されたも同然である。成功に

向けて、今日一日でできることはそれだけだ。くれぐれも、もう書いてしまったペー

ジを何度も読み返して後悔したり、まだ書かれていない白紙のページをめくっては不

安になったりすることに、この貴重な一日を使ってはいけないのである。』 

 今やるべきことに一生懸命に取り組めば、やがてそれは直接的に役立たなくても人

生の糧となるはずです。2 学期からはこんな気持ちで毎日を過ごしてみよう。 

                       （学年主任  大関佳奈子）    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

の予定 
９月 １日（金）登校指導（～７） 

   ８日（金）馬陵祭（準備） 

９日（土）馬陵祭（仮装行列） 

１０日（日）馬陵祭（一般公開） 

１１日（月）馬陵祭（後片付け、閉祭式） 

１２日（火）～１３日（水）振替休日 

１４日（木）第２回進路希望調査 

１５日（金）中間考査日割発表 

１８日（月）敬老の日 

２３日（土）秋分の日 

２５日（月）２学期中間考査（～２８） 

３０日（土）スタディーサポート（全員受験） 

馬陵祭に想うこと 
各クラスの馬陵祭の準備は進んでいるだろうか？ 

夏休みの様子をうかがっていると「このままで本当に大丈夫なのか？」と不安になってし

まいますが、そこは、君たちのポテンシャルを信じて馬陵祭当日を楽しみにしています。馬

陵祭に想うことは、君たちがクラス企画の準備や運営をする過程で、たくさんのトラブルや

失敗を経験してほしいと思っています。もちろん、誰しもが失敗やミスを犯して自分が傷つ

くことは嫌です。（私も）ましてや、自分が良かれと思って行動したことで失敗した時など立

ち直れません。 

しかし、人間は成功から学ぶことより失敗から学ぶことのほうが多いものです。そして何

より、失敗の数だけ精神的な成長が促され、人としての「深み」や「重み」が増し個性が磨

かれるのです。だから、馬陵祭を自分が成長できるチャンスと捉えて、積極的にクラスメイ

トと関わりを持ち行動してください。クラスにはさまざまな価値観を持った仲間が存在し、

自分と性格が合う友人もいれば、合わない人もいるはずです。そうした中で、同じ目標に向

かって協力・協働することを学ぶ場所が学校です。つまり、社会を学ぶことにつながってい

るのです。 

最後に、２つの言葉を贈ります。馬陵祭！気張ってください！ 

 

・一度も失敗をしたことがない人間は、何も新しいことに挑戦したことがない人間である。

byアインシュタイン 

・強い人弱い人、熱い人冷めた人、いろんな人間が同じ目標に向かって、喜怒哀楽を分か

ち合う。だから仕事は面白い。            （1年副担任 立野陽平） 

 


